
双葉支部の授業再開の状況（2013年10月現在）
震災前

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 合計 2010

浪江小 (旧)下川崎小 再開 0 1 3 3 4 4 15 550 2.7

幾世橋小 (旧)下川崎小 122

請戸小 (旧)下川崎小 93

大堀小 (旧)下川崎小 157

苅野小 (旧)下川崎小 174

津島小 (旧)下川崎小 55

浪江中 (旧)針道小 再開 8 11 23 * * * 42 398 10.6

浪江東中 (旧)下川崎小 179

津島中 (旧)下川崎小 34

葛尾小 再開 1 0 2 4 4 2 13 68 19.1

葛尾中 再開 2 1 1 * * * 4 44 9.1

双葉南小 190

双葉北小 152

双葉中 208

熊町小 再開 10 11 13 11 14 3 62 330 18.8

大野小 再開 17 11 16 23 16 23 106 415 25.5

大熊中
会津短大学
内仮設校舎

再開 31 32 55 * * * 118 371 31.8

富岡一小 再開 2 0 3 1 3 5 14 411 3.4

富岡二小 再開 1 0 4 3 6 3 17 516 3.3

富岡一中 再開 5 4 11 * * * 20 259 7.7

富岡二中 再開 2 7 2 * * * 11 291 3.8

川内小 川内小 再開 7 6 1 4 1 5 24 109 22.0

川内中 川内中 再開 7 5 4 * * * 16 54 29.6

楢葉南小 再開 3 4 8 9 7 7 32 156 20.5

楢葉北小 再開 9 7 3 8 7 15 49 272 18.0

楢葉中 再開 26 22 11 * * * 59 255 23.1

広野小 広野小 再開 10 9 14 9 13 13 68 304 22.4

広野中 広野中 再開 14 15 11 * * * 40 230 17.4

710 6397 11.1

＊2015(平成27)年度より、中高一貫校(県立)開校の予定。場所は「南双葉」で調整中。

広
野
町

　11年度、小学校が2学期から、
中学校が10月から再開。12年度
2学期から本校舎での授業を再
開した。児童生徒数は、小学校
は横ばい、中学校は22名から40
名へ増加。

大
熊
町

　11年度当初より、会津若松市
内学校再開。半数から3分の2程
度の児童生徒数がいた。12年度
は熊町小110名、大野小149名、
大熊中本157名と減少。13年度
はさらに減少。大熊中は13年度4
月より、会津大短期大学部敷地
内の仮設校舎へ移転した。

(旧)河東三小

富
岡
町

　三春町の工場跡地で、11年2
学期より再開。「富岡小」「富岡
中」とはせずに、あくまでも、既存
の学校名で再開。児童・生徒数
はほぼ横ばい。中学校では、一
二中合同での授業も検討中。

三春町工場
施設を改装
して利用

川
内
村

　11年度当初より郡山市内の学
校を間借りしての授業の再開
だったが、12年4月から村内に戻
る。児童生徒も徐々に増加して
いる。

楢
葉
町

　12年4月から、いわき3校まとめ
て再開。13年1月よりいわき市内
の大学敷地内仮設校舎に移転。
児童・生徒数は11年4月の102名
から、13年4月140名になり増加
傾向。

いわき明星
大内仮設校

舎

児童生徒数（特別支援学級含） 比較
(％)

双
葉
町

　11年度、加須市内の小・中学
校に子どもたちの3割弱が転校を
した。13年1月町長交代。6月行
政機能をいわきに移転。新年度
の学校再開（いわき市内で）に向
けて準備中。

いわき市
東田町

町村 主な状況 学校 移転・開校地

浪
江
町

　11年8月より二本松市（旧東和
町）の廃校で、浪江小、浪江中を
再開。12年度の浪江小の児童数
は29名（-14名）、浪江中の生徒
数は49名（-7名）でいずれも減少
傾向。臨時休業中の学校でも、
浪江小・中に通学していれば、
本来の学校名での卒業証書授
与の構想もある。町のコミュニティ
を、いわき、二本松、南相馬の3
か所に分散させるのに伴い、学
校の開校も視野に入れるが、現
時点ではまったくの不透明。

葛
尾
村

　13年4月、三春町の中学校統
廃合にあわせて、旧要田中学校
で授業再開。小中とも3学年ずつ
が1つの教室を区切って利用。

（旧）要田中


